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第1章 研究の背景と目的 

湖沼、河川などの水辺の生物多様性の低下は世界的に深刻な問題となっている。日本では、農耕などの人

間活動の発展に伴い、河川の後背湿地や氾濫原の改変・消失がもたらされたが、水田・ため池・水路などが、

一時的～永続的止水域として、水生生物に生息場所を提供してきた。しかし、農薬の使用や圃場整備に加え、

近年では、伝統的な管理の衰退、侵略的外来種の侵入などによって、里地の自然は大きく変容し、それに伴

い、多くの水生生物が絶滅の危機に瀕している。 

水田農業と密接な関わりをもつ水生生物を持続的に保全するためには、それらの生物の生活史や分布特性

を把握し、管理の形態や水準の変化、侵略的な外来種の影響を分析・評価し、得られた生態学的知見に基づ

いて、地域住民の参加による保全対策を実施する必要がある。 

ゲンゴロウ類はあらゆる水域に生息し、高次の捕食者として水辺の環境指標種として重要である。しかし、

上述の原因や高い採集圧のために、近年では減少の一途を辿っており、シャープゲンゴロウモドキなどの絶

滅危惧種の保全は緊急性の高い課題となっている。しかし、生息の現状や生態に関する既存の知見はきわめ

て限られたものでしかない。 

本研究では、水田周辺に生息するゲンゴロウ類を保全するために、次の３つを目的とし、文献資料に基づ

く情報収集および、石川県能登半島や千葉県房総半島での現地調査を実施した。 

１． わが国におけるゲンゴロウ類の生息と保全の現状、とくに、絶滅危惧Ⅰ類のシャープゲンゴロウモド



 

キの現状を把握する。 

２． 水田周辺に生息するゲンゴロウ類の生活史、分布特性、個体数の経年変化などの生態学的知見を得る。

また、伝統的な農業形態である、ため池や水田の管理放棄がゲンゴロウ類に与える影響を明らかにす

る。 

３． ため池の利用の現状を把握し、また、管理水準が低下したため池において猛威をふるっている侵略的

外来種オオクチバスがゲンゴロウ類に与える影響と防除の効果を明らかにする。 

さらに、これらの知見に基づき、伝統的なため池の水管理の復活や侵略的外来種の防除などを組み込んだ、

ゲンゴロウ類保全のための協働プログラムとその効果を実践的に検討した。 

 

第2章 水田とその周辺に生息するゲンゴロウ類の現状と保全 

2－1 日本のゲンゴロウ類の生息現状 

水田および周辺のため池などに生息するゲンゴロウ類は、休耕田の乾燥化、ため池の管理放棄、大規模開

発、採集圧や侵略的外来種の侵入などの様々な要因が重なり、現在では危機的な生息状況にある。わが国の

ゲンゴロウ類133種のうち、2006年版の環境省RDBには20種が掲載されている。また、ゲンゴロウ類の生

息状況を把握するために、全国各都道府県が刊行した最新のRDBを比較検討したところ、いずれかのランク

に掲載されている種は計99種であった。分布都道府県数に対するRDB掲載都道府県数の割合を算出した結

果、掲載率の高い種類は、ゲンゴロウ、コガタノゲンゴロウ、シャープゲンゴロウモドキなど、水田依存性

の中～大型のゲンゴロウ類であった（掲載率54.5～95.7％）。また、それらのうち、スジゲンゴロウは8府

県、コガタノゲンゴロウは6府県、シャープゲンゴロウモドキは4都府県、ゲンゴロウは2県で絶滅種とし

て掲載されていた。水辺環境の消失の著しい神奈川県では、これらに加えてツブゲンゴロウなど4種類の小

型種もRDBに掲載されていた。 

 

2－2 シャープゲンゴロウモドキの生息と保全の現状 

比較的情報の多いシャープゲンゴロウモドキについて現地調査および文献収集によって現状把握を試み

たところ、戦前に知られていた生息地ではすべて確認できないことが判明した。1984年の千葉県での再発見

以降、生息地の発見が各地で相次いだが、その後、それらの生息地は急速に失われ（全国 6 割減）、石川県

以外で生息が認められた6県においても、それぞれの県に残されている生息地はそれぞれ数ヶ所以下である

ことも明らかになった。比較的多くの生息地が残されている石川県においても、休耕田の乾燥化、ため池の

管理放棄、大規模開発、採集圧や侵略的外来種の侵入などによって一層の減少が危惧される状況であった。

一方、保全条例の制定や休耕田の湛水化など、保全に向けた取り組みが開始されているものの、本種のおか

れている現状からみればその不十分さが否めないことが明らかになった。 

 

第3章 能登半島における、ため池・水田における絶滅のおそれのあるゲンゴロウ類の標識再捕

獲による生活史と生態の解明 

3－1 ため池・水田における絶滅のおそれのあるゲンゴロウ類の分布、個体数の季節的経年的変

化 

シャープゲンゴロウモドキをはじめとする多くの水生生物が残存する石川県能登半島の平野部において

も、伝統的な農業形態の衰退、侵略的外来種の侵入などによるゲンゴロウ類の生息の危機が生じている。絶



 

滅の恐れのある5種類のゲンゴロウ類、シャープゲンゴロウモドキ、ゲンゴロウ、クロゲンゴロウ、マルコ

ガタノゲンゴロウ、マルガタゲンゴロウが残存する地域のうち、生息地が最も（20ヶ所）集中している1km

四方の地域におけるため池、水路、水田、休耕田、自然湿地などの、タイプの異なる生息場所において、2003

～2006年にゲンゴロウ類の分布、個体数の季節的・経年的変化を調査した。 

その結果、シャープゲンゴロウモドキは、休耕田、ため池、自然湿地に、ゲンゴロウは、ため池に、クロ

ゲンゴロウは、すべての水域に、マルコガタノゲンゴロウは、ため池に、マルガタゲンゴロウは、ため池、

自然湿地に主に生息していることが示された。  

季節的には、シャープゲンゴロウモドキは春と秋に個体数が多く、新成虫は7月に出現した。他の種類は

春～初夏に個体数が多く、新成虫は夏～初秋に出現した。 

2003～2006年にかけて、ゲンゴロウの個体数は8分の1程度にまで減少した。クロゲンゴロウの個体数は

ほぼ一定していたが、他の3種類の個体数は、年次変動が大きかった。標識個体の再捕獲調査から、ゲンゴ

ロウ、クロゲンゴロウでは3年以上、シャープゲンゴロウモドキ、マルガタゲンゴロウでは2年以上生存す

る個体が認められた。ゲンゴロウ、クロゲンゴロウ、シャープゲンゴロウモドキの一部の個体は、時として、

約25～700ｍ離れたため池間で移動していることが判明した。 

 

3－2 ため池、水田の管理放棄がゲンゴロウ類に与える影響 

5種類のゲンゴロウの分布および生息個体数はため池の管理との間に相関が認められた。管理放棄された

ため池では生息が確認されなかった。調査期間中に約半数のため池で管理が放棄され、水田の休耕化も進ん

だ。それに伴ってゲンゴロウの個体数は減少した。また、乾燥化の進んだ休耕田では、シャープゲンゴロウ

モドキの個体数は減少した。 

 

第4章 ため池管理とゲンゴロウ類の保全―特にオオクチバスの影響を軽減するための対策 

4－1 ため池の利用現状の分析 

石川県能登半島の平野部のため池219ヶ所の利用・管理の現状について、2003年に現地調査を行ったとこ

ろ、約半数のため池が管理放棄されていることが判明した。また、ため池台帳に記載された140ヶ所の中～

大規模なため池の所有者へのアンケート調査からは、16ヶ所のため池で水利用が行われなくなっており、10

ヶ所のため池で水管理が行われていないことが判明した。 

 

4－2 侵略的外来種オオクチバスがゲンゴロウ類に与える影響と防除の効果 

侵略的外来種オオクチバスやアメリカザリガニの侵入は水辺の生態系に大きな影響を与えている。 

オオクチバスが侵入した、シャープゲンゴロウモドキなどのゲンゴロウ類の生息するため池において、侵

入前後で、ゲンゴロウ類や餌となる水生昆虫類の個体数を比較した結果、いずれもその個体数を大きく減少

させたことが判明した。侵入後8年以上を経た池では、周辺の未侵入の池にみられる大型ゲンゴロウ類がま

ったく確認されなかった。捕獲したオオクチバスの胃内容物数の70～80％は水生昆虫であった。これらの結

果、オオクチバスがゲンゴロウ類などの水生昆虫に影響を及ぼしていることがわかった。 

伝統的なため池の水管理である水抜きを復活することにより、オオクチバスを防除し、ゲンゴロウ類の保

全を実践的に検討した。オオクチバスの防除には水抜きが必須ともいえ、水の抜けないため池では、若干の

防除の効果は見られたものの、残存個体が繁殖し、重ねての防除が必要となった。防除により水生昆虫は徐々



 

に回復し、2年後には、シャープゲンゴロウモドキの繁殖が確認された。一方で、侵入後の経過が長いため

池の場合には、回復に時間がかかったが、防除後2年を経て、クロゲンゴロウの繁殖が確認された。 

 

第5章 農村地域におけるゲンゴロウ類の保全対策 

本研究の結果により、ゲンゴロウ類のおかれたきわめて厳しい生息現状が判明した。そのため、多くの絶

滅危惧種の残存する、ホットスポットともいえる地域における、住民を巻き込んだ保全対策が重要である。

能登半島のゲンゴロウ類の生息地では、本研究成果をふまえ、オオクチバスの防除および地域への様々な啓

発活動が実施され、土地改良区など地域の主体が中心となる、ため池の水管理が復活し、ゲンゴロウ類の保

全を目的とする休耕田の湛水化などの取り組みが開始された。これらの協働プログラムは開始されたばかり

であり、今後の長期的な保全のためには、地域づくりの一環としての、一層多くの人々を巻き込んだ取り組

みが実現するよう、地域社会の実情にあった保全の体制やプログラムを検討することがのぞまれる。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


